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  仙台市文化財課　　　　　検索せんだい
文化財

北目城跡は、JR長町駅の南東約1.5㎞に位置する城跡で、関ヶ原
の戦いの際に伊達政宗が在城していたことが知られています。これま
での調査では、堀

ほ り

跡
あ と

、井戸跡、土
ど

坑
こ う

などの遺
い

構
こ う

が確認されており、陶
と う

磁
じ

器
き

、刀、木製品が出土しています。
　今回の第10次調査は、令和２年５月から８月に実施されました。調
査の結果、堀跡、溝

み ぞ

跡
あ と

、井戸跡、ピット、土坑などの遺構が確認され
ました。堀跡からは陶磁器などの遺物が出土し、井戸跡からは下

げ

駄
た

な
どの木製品、溝跡からは石

い し

臼
う す

などの石製品や瓦
かわら

などの遺物が出土して
います。堀跡は幅

は ば

約10ｍ、深さ２ｍを超える大規模なもので、堀の底
には、敵の侵入を防ぐための「障

しょう

子
じ

」と推定される土
ど

手
て

状
じょう

の高まりが見
られます。
　この堀跡は、第10次調査区の東側で実施された第８次調査で確認さ
れた堀跡の延長部分と推定され、両方の調査区をあわせてみると、や
や南側に屈

く っ

折
せ つ

しながら東西方向に延びていく様子が認められました。
他の溝跡にも、幅６～９ｍ程度のものが認められ、堀跡に平行する方
向に延びている様子が確認されました。

郡山遺跡は、これまでの調査で多賀城が造られる前の陸
む

奥
つ

国
こ く

府
ふ

であったことがわかっており、Ⅰ期官
か ん

衙
が

（７世紀半ば～）、Ⅱ期官衙（７
世紀後半）に分けられます。平成18年に国史

し

跡
せ き

に指定されています。
史跡整備に向け、今年度はⅡ期官

か ん

衙
が

中
ちゅう

枢
す う

部
ぶ

の南東部（305次調査）と
Ⅱ期官衙南門跡の北側（306次調査）の２ケ所で調査を行いました。
　305次調査では、材

ざ い

木
も く

列
れ つ

跡と掘
ほ り

方
か た

（柱を立てるために掘った部分）
の一辺が100～150㎝もある方形の柱

ちゅう

穴
け つ

が見つかりました。材木列
跡は材木が抜き取られており、その方向からⅡ期官衙よりも古い役
所であるⅠ期官衙の時期のものと考えられます。
　方形の柱穴は材木列跡より新しく、その配置から隣

り ん

接
せ つ

する299次
調査で見つかったⅡ期官衙の掘

ほ っ

立
た て

柱
ばしら

建
た て

物
も の

跡
あ と

の続きと推定されます。
今回の調査によって建物の東西の規模がわかりました。
　306次調査では官衙に関わる遺構は見つからず、南門の北側は建
物がない広場的な空間であったことが考えられます。
　郡山遺跡については、建物の構造や性格に不明な点が多く、今後
も史跡整備に向け引き続き調査を行い解明していく必要があります。

令和２年度　発掘調査速報!!

　キーワード：【官
か ん

衙
が

】 
国の役所のこと。古代に天皇を中心とする
国づくりが本格化する中、東北の地を治め
るため郡山の地に役所が置かれた。

　キーワード：【掘
ほ っ

立
た て

柱
ばしら

建
た て

物
も の

】 
礎石などを用いず、地面を掘ってそのまま
柱を立てた建物。縄文時代から近世にかけ
て見られる構造。

北
き た

目
め

城
じょう

跡
あ と

（太白区東郡山）

郡
こおり

山
や ま

遺
い

跡
せ き

（太白区郡山）

主な発見：
堀の中の「障子」（障

しょう
壁
へ き

）

主な発見：
「材木列跡」「掘立柱建物跡」

⑤井戸の跡が並ぶ

③溝跡　④ピット（穴の部分）

①堀跡と ②障子　※127号にも掲載

　　「材木列」…区画・防御のための塀跡
　　「建物の柱穴」と　　　つないだ線

①

③

④

⑤

②



学校法人朴沢学園が所有している「朴沢学園裁縫学習資料」（3,956点）が、

令和２年８月３日、仙台市指定有形文化財（歴史資料）に指定されました。

　朴沢学園は、明治12年（1879）、仙台藩士の息子で
あった朴

ほ う

澤
ざ わ

三
み

代
よ

治
じ

が、良
りょう

覚
が く

院
い ん

丁
ちょう

一番地（現在の青葉区
一番町二丁目）に開学した裁縫学校「松

しょう

操
そ う

私
し

塾
じゅく

」を前身と
しています。
　明治初期の日本では、小学校が義務教育となったも
のの、女子の就学者数が伸び悩んでいたため、その打
開策として小学校に裁

さ い

縫
ほ う

科
か

が取り入れられます。この
時代にあって同校は、裁縫教員として活躍する卒業生
を県内のみならず全国に輩出し、渡辺学園（現 東京家
政大学）と並ぶ裁縫教育の双

そ う

璧
へ き

として、全国に名を知ら
れていきました。
　本資料群は、明治から昭和中期にかけて在学してい
た生徒たちが、裁縫技

ぎ

法
ほ う

を学ぶ学習の過程で製作し、
卒業後も大切に保管していたものです。のちに59名分
が同校に寄贈され、約4,000点のコレクションとなり
ました。
　仙台市教育委員会では、平成26年から29年度にか
けての４年間、文化庁の指導の下で「朴沢学園裁縫教育
資料史料調査事業」を展開し、このコレクションが、裁
縫の基礎的な技法からこれを応用して衣服や装飾品等
を製作するに至るまで、技術習得の過程を段階的に示
しており、これにそって分類できることを明らかにし
ました。

衣服の構成と布の裁ち方を学習した資料（罫
けい

引
ひき

）基礎的な縫
ぬ

い方を学習した資料（基礎縫）

特に技術を要する部分に力点を置いて学習したことを示
す資料（裁

さい
縫
ほう

雛
ひな

形
がた

・部
ぶ

分
ぶん

縫
ぬい

）

ミニチュアサイズで製作した衣服（裁
さい

縫
ほう

雛
ひな

形
がた

）

　キーワード：【有
ゆ う

形
け い

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

】 
建造物、工芸品、彫刻、書籍、歴史資料
など、形のあるもので歴史上、芸術上、
学術上価値の高いもの。

「朴
ほ う

沢
ざ わ

学
が く

園
え ん

裁
さ い

縫
ほ う

学
が く

習
しゅう

資
し

料
りょう

」が市の有
ゆ う

形
け い

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

に
指定されました!

50㎝



　今回の文化財指定は、この調査成果を受けて、本資料群が近代日本の裁縫教育の実態を具体的かつ
詳細に示すものとして、重要であることが認められたものです。本件を受けて、市指定有形文化財は
全部で116件（うち歴史資料18件）になりました。

　このコーナーでは、市民の皆様から大きな関心が寄
せられている仙台城跡の調査結果等を、３回にわたっ
て紹介します。

　仙台城跡では、今年度の発掘調査でも大きな発見がありました。その一
つが東丸（三の丸）土塁で確認した、塀

へ い

跡
あ と

と考えられる遺
い

構
こ う

です。寛
か ん

文
ぶ ん

４年
(1664)～天

て ん

和
な

２年(1682)の間に作成された下の絵図では、狭
さ

間
ま

（城の塀な
どに弓や鉄砲を用いるために開けてある穴のこと）の無い土

ど

塀
べ い

が描かれてい
ることから、調査箇所では塀跡の存在が想定されていました。
　調査で、塀跡は２時期あったことが確認されました。新しい塀跡は、表
土からすぐ下で検出され、基礎となる側

が わ

石
い し

は失われた状態で見つかりまし
た。さらにその下

か

層
そ う

では、古い塀跡を石
せ き

列
れ つ

状に検出することができました。
土

ど

層
そ う

の堆積状況から、古い塀の廃
は い

絶
ぜ つ

後に土塁をさらに積み直して新しい塀
が造られたと考えられます。

裁縫のほか礼法を学んだことを示す資料（折
おり

方
かた

・水
みず

引
ひき

）学習に用いた裁縫道具

シリーズ ～仙台城跡特集～ 第２回

発掘調査速報　～東丸（三の丸）土
ど

塁
るい

～

出土した塀
へ い

瓦
がわら

土塁上面で検出した2時期の塀跡

「仙台城絵図」（個人蔵）
　　　　の部分が土塀

部分拡大
新しい時期

古い時期

市博物館

駐車場入口 土 塁

今回紹介する調査区域



Quiz R
all

y

「４館」そして「8 館以上」
達成で特別プレゼント！

展示を見て
各館のクイズに答えよう

正解したら、台紙に
スタンプを押そう

2020 年

2021 年

9月1日 火  ～1月31日 日

９つのミュージアムを回って あなたも仙台通！

歴ネット参加館へ行こう

＊地底の森ミュージアム（仙台市富沢遺跡保存館） ＊仙台市縄文の森広場 ＊瑞鳳殿  

＊仙台市博物館

＊仙台文学館　＊仙台城見聞館　＊仙台市戦災復興記念館　＊仙台市歴史民俗資料館

＊史跡陸奥国分寺･尼寺跡ガイダンス施設

お問い合わせ先：歴ネット事務局（仙台市博物館内）　〒980-0862　仙台市青葉区川内 26　Tel（022）225-3074

このイベントは、SMMA クロスイベントとして実施しています。
SMMA（仙台・宮城ミュージアムアライアンス）は、知的情報資源である仙台・宮城地域のさまざまな博物館など 17 館（2020 年 9 月現在）
による共同事業体です。
ウェブサイトによる情報発信や複数の館のコラボレーションによる展示・イベントなどによりミュージアムの新しい魅力をお届けします。
ウェブサイト見験楽学～仙台・宮城ミュージアム情報局～　https://www.smma.jp

SMMA クロスイベント

　     オリジナルグッズ 入り♪

※新型コロナウイルス感染症拡大等の状況により、予告なく期間の短縮、または中止となる場合がございます。ご了承ください。

台紙はお一人につき、 一枚まで

※仙台市博物館は施設設備の緊急点検のため 9 月 1 日現在臨時休館しております。再開館の時期が決まり
　次第、館のホームページや公式ツイッターでお知らせいたします。

「４館」そして「８館以上」
達成で特別プレゼント！

今後の文化財課関連イベント（予定）

　令和２年６月９日から８月30日まで、東北電力グリーンプラザにおいて第72回文化財展「文化財こ
の一年」を開催しました。
　今回の文化財展では、多数の古代の竪

た て
穴
あ な

住
じゅう

居
き ょ

跡
あ と

が見つかった長町駅東遺跡や、国
く に

史
し

跡
せ き

陸
む

奥
つ

国
こ く

分
ぶ ん

寺
じ

跡
あ と

の江戸時代の鐘
しょう

楼
ろ う

の調査結果など、令和元年度の発掘調査の成果を中心に、７遺跡についてパネルや
出土品を展示して紹介しました。また、仙台市内ではあまり残っていない明治初期の町屋で、新たに
国の文化財に登録された「鳥

と り
山
や ま

米
べ い

穀
こ く

店
て ん

店
て ん

舗
ぽ

兼
け ん

主
お も

屋
や

」については、明治時代の『宮城県農
の う

工
こ う

商
しょう

職
しょく

員
い ん

録
ろ く

』や、
卸業の様子が分かる「米

べ い
穀
こ く

汽
き

車
し ゃ

積
せ き

送
そ う

帳
ちょう

」、家づくりにも力を入れていたことが分かる屋
や

号
ご う

紋
も ん

入りの鬼
お に

瓦
がわら

などを展示し、多くの皆さんにご覧いただきました。

　現在、「歴ネットクイズラリー」を開催しています。
仙台城見聞館、史跡陸奥国分寺・尼寺跡ガイダンス施設など
仙台市内の９つのミュージアム（見学場所）を訪れて、クイズに
答えてスタンプを押していきます。４館、８館達成でそれぞれ
特別なプレゼントを準備しています。
　令和３年１月31 日まで開催しています。９つのミュージアム
を回って、あなたも「仙台通」になりませんか。
　詳しくは SMMA（仙台・宮城ミュージアムアライアンス）
ホームページ　https://www.smma.jp　で！

・新型コロナウイルスの流行状況により、当課の事業、イベント等につきましては中止や延期となる
　可能性があります。最新の情報は当課ホームページやお電話等でご確認ください（表紙上部記載）。

・第34 回民俗芸能のつどい（令和3 年2 月13 日）：宮城野区文化センター パトナホール

この広報誌は雑紙としてリサイクルできます

第72回文化財展　「文化財この一年」　

歴ネットクイズラリー　開催中!! このポスターが目印!

SMMA

鳥山米穀店に関わる展示遺物など展示の様子

第73回文化財展は
せんだいメディアテークで
11月11日～15日　開催


